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呉市移動円滑化基本構想の改定について 

１ 改定の趣旨 

  呉市では，平成１３年８月に「呉市移動円滑化基本構想」（以下「基本構想」といいます。）を作成し，これまで基本構想に基づき

様々な施策を進めてきました。 

この度，高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成１８年法律第９１号。以下「バリアフリー法」といいま

す。）及び移動等円滑化の促進に関する基本方針（令和２年国家公安委員会，総務省，文部科学省，国土交通省告示第１号。以下「基

本方針」といいます。）の改正により，ＪＲ駅等のバリアフリー化について新たな方針が示されたことなどから，これらで示された内

容を反映させるため，基本構想の改定を行います。 

２ 基本構想の位置付け 

基本構想は，バリアフリー法第２５条の規定により作成するものであり，作成に当たっては，基本方針に基づくとともに，第５次呉

市長期総合計画及び各種関連計画との整合を図ります。 

 

３ 検討体制 

基本構想の改定は，バリアフリー法に基づき，高齢者，障害者，学識経験者等から構成する協議会を設置し，意見交換を行いながら

進めます。 

【呉市移動円滑化基本構想検討協議会の構成メンバー】 

・市民，高齢者，福祉関係団体等の代表，学識経験者，公共交通機関の代表，関係行政機関の職員及び市の職員 

バリアフリー法

移動円滑化の促進に関する基本方針

等

第５次呉市長期総合計画

呉市都市計画マスタープラン（呉市立地適正化計画）

呉市地域公共交通網形成計画

呉市障害者基本計画

呉市移動円滑化基本構想 呉市高齢者福祉計画・介護保険事業計画
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４ 基本構想のイメージ 

  基本構想は，旅客施設（ＪＲ駅等）を中心とした地区や，高齢者，障害者等が利用する施設が集積している地区を重点整備地区とし

て定め，バリアフリー化を重点的・一体的に推進するために，呉市が作成する具体的な事業を位置付けた計画です。基本構想の作成を

通じて，道路やＪＲ駅等の施設管理者相互の連携・調整を行い，移動の連続性の観点から面的・一体的なバリアフリー化が可能となり

ます。基本構想には，ハード，ソフト両面に関する事業として特定事業を位置付けることで，関係者に事業の実施が義務付けられます。 

 

              〔国土交通省公表資料参照〕 

【特定事業の種類】 

公共交通特定事業，道路特定事業，路外駐車場特定事業，都市公園特定事業，建築物特定事業，交通安全特定事業，教育啓発特定 

事業 
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